
JP 2018-533888 A5 2020.11.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和2年11月5日(2020.11.5)

【公表番号】特表2018-533888(P2018-533888A)
【公表日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-044
【出願番号】特願2018-524472(P2018-524472)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  28/08     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３６　
   Ｈ０４Ｗ   28/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月17日(2020.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングするための、競合
ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上のチャネルのワイヤレスリソースの第１のサブ
セットを識別することと、
　第２のＵＥグループに第２の構成情報をシグナリングするための、前記競合ベースの共
有無線周波数スペクトル帯域上の前記チャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセット
を識別することと、前記競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレ
ス通信を実行するために、前記第１の構成情報は前記第１のＵＥグループのための１つま
たは複数のパラメータを含み、および前記第２の構成情報は前記第２のＵＥグループのた
めの１つまたは複数のパラメータを含み、
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットを使用して、前記第１のＵＥグループに前
記第１の構成情報を送信し、ワイヤレスリソースの前記第２のサブセットを使用して、前
記第２のＵＥグループに前記第２の構成情報を送信することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記第１の構成情報は、前記ＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ、前記第２の構成
情報は、前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣＨのうちの１つまたは複数を使用してシグ
ナリングされる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの前記第２のサ
ブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成すること、



(2) JP 2018-533888 A5 2020.11.5

　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥを構成することは、
　前記ＵＥがワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの前
記第２のサブセットのうちのどちらを監視すべきであるかを示す無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）情報を、前記ＵＥに送信すること、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の構成情報は、フレームフォーマットパラメータのセットを備え、前記第２の
構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマットパラメータの前記セッ
トと重複する少なくとも１つのパラメータを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　フレームフォーマットパラメータの前記セットは、マルチメディアブロードキャスト単
一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム
情報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バース
ト長パラメータ、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送
信を監視することを停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期
的ＣＳＩ－ＲＳ存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、シス
テム情報存在パラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複
数を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の構成情報は、前記第１のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレー
ムフォーマットパラメータのセットの第１のサブセットを備え、前記第２の構成情報は、
前記第２のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレームフォーマットパラメータ
の前記セットの第２のサブセットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　フレームフォーマットパラメータの前記セットの前記第１のサブセットとフレームフォ
ーマットパラメータの前記セットの前記第２のサブセットとのマッピングは、無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記第１のＵＥグループと前記第２のＵＥグルー
プとに与えられる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記送信することは、
　前記第１の構成情報と前記第２の構成情報とをブロックコーディングすること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記送信することは、
　前記第１の構成情報のための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、前記第２の構成情報の
ための第２のＣＲＣとを計算することと、
　前記第１の構成情報に前記第１のＣＲＣを付加し、前記第２の構成情報に前記第２のＣ
ＲＣを付加することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記送信することは、
　前記第１のＵＥグループに割り当てられた第１の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴ
Ｉ）を用いて前記第１のＣＲＣをスクランブルすることと、前記第２のＵＥグループに割
り当てられた第２のＲＮＴＩを用いて前記第２のＣＲＣをスクランブルすることと、
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の構成情報は、現在サブフレームと少なくとも１つの後続のサブフレームとの
ための情報を備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記第１の構成情報は、前記第１の構成情報のサイズを示すヘッダをさらに備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の構成情報は、２つまたはそれ以上のサブフレーム間の電力変動を示すための
電力変動情報をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含んでいる、競合
ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上のチャネルのワイヤレスリソースのセットのサ
ブセットによって識別される構成情報を受信することと、前記フレームフォーマット情報
は、前記競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための
１つまたは複数のパラメータを備え、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセットを監視することと、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセットによって識別される前記フレームフ
ォーマット情報を、基地局から受信することと、
　を備える、方法。
【請求項１７】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項１６に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記フレームフォーマット情報の第１の部分は前記ＰＨＩＣＨ上で受信され、前記フレ
ームフォーマット情報の第２の部分は前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣＨ上で受信さ
れる、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記構成情報は、前記基地局から無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して受
信される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記フレームフォーマット情報は、マルチメディアブロードキャスト単一周波数ネット
ワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム情報パラメータ
、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バースト長パラメータ
、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信を監視するこ
とを停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ
存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、システム情報存在パ
ラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複数を備える、請
求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　　第１のユーザ機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングするための、競
合ベースの共有無線周波数スペクトル上のチャネルのワイヤレスリソースの第１のサブセ
ットを識別することと、
　　第２のＵＥグループに第２の構成情報をシグナリングするための、前記競合ベースの
共有無線周波数スペクトル帯域上の前記チャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセッ
トを識別することと、前記競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤ
レス通信を実行するために、前記第１の構成情報は前記第１のＵＥグループのための１つ
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または複数のパラメータを含み、および前記第２の構成情報は前記第２のＵＥグループの
ための１つまたは複数のパラメータを含み、
　　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットを使用して、前記第１のＵＥグループに
前記第１の構成情報を送信し、ワイヤレスリソースの前記第２のサブセットを使用して、
前記第２のＵＥグループに前記第２の構成情報を送信することと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項２２】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項２１に記
載の装置。
【請求項２３】
　前記第１の構成情報は、前記ＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ、前記第２の構成
情報は、前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣＨのうちの１つまたは複数を使用してシグ
ナリングされる、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記プロセッサおよび前記メモリは、ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまた
はワイヤレスリソースの前記第２のサブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成
すること、
　を行うようにさらに構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサおよび前記メモリは、前記ＵＥがワイヤレスリソースの前記第１のサブ
セットまたはワイヤレスリソースの前記第２のサブセットのうちのどちらを監視すべきで
あるかを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）情報を、前記ＵＥに送信すること、
　を行うようにさらに構成される、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１の構成情報は、フレームフォーマットパラメータのセットを備え、前記第２の
構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマットパラメータの前記セッ
トと重複する少なくとも１つのパラメータを備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、前記プロセッサおよびメモリは、
　　１つまたは複数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含んでいる、競
合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上のチャネルのワイヤレスリソースのセットの
サブセットによって識別される構成情報を受信することと、前記フレームフォーマット情
報は、前記競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のため
の１つまたは複数のパラメータを備え、
　　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセットを監視することと、
　　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセットによって識別される前記フレーム
フォーマット情報を、基地局から受信することと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項２８】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項２７に記
載の装置。
【請求項２９】
　前記フレームフォーマット情報の第１の部分は前記ＰＨＩＣＨ上で受信され、前記フレ
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ームフォーマット情報の第２の部分は前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣＨ上で受信さ
れる、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記構成情報は、前記基地局から無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して受
信される、請求項２７に記載の装置。
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